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１．前回の審議結果の報告
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■評価方法の見直し（第26回会議資料）

Plan

Do

Check

Action

※経過観察は、追加対策の必要性も確
認した上で判定

※総合評価にて経過観察と判定された
箇所は、2年後に再度効果評価を実施

要因分析・対策立案

対策実施

効果評価

Yes

No

Yes

Yes

Yes

事故データ
4年分蓄積？

事故データ
2年分蓄積？

完了基準に
該当？ 追加対策基準

に該当？

追加対策基準
に該当？

総合評価 中間評価

No

Yes追加対策検討

Plan

Do

Check

Action

追加対策検討

Action

No

No

No

経過観察※

対策完了
（事故危険区間から除外）

【完了基準】
①「D.安全性の危惧」のみで抽出された箇所は全抽出基準をクリア
②上記以外の箇所は、死傷事故件数が5割以上削減しかつ全抽出基準をクリア

【追加対策基準】
①対策前後で死傷事故が1件も減少していない場合(中間評価時は死傷事故件数が75％以上増加)
②対策後に死亡事故等の重大事故が発生した場合

人・車の明らかな
ミスによる事故の検証後
完了基準に該当？

Yes

No
人・車の明らかな

ミスによる事故の検証後
追加対策基準に該当？

Yes

No新たに追加した
評価方法

経過観察※

人・車の明らかなミスに
よる事故の検証（案）

①「ヒト」「クルマ」による
明らかな違反事故を除外
○信号無視※

○最高速度違反※

○酒酔い、薬物や過労、
共同危険行為

○整備不良車両運転

※警察に確認し判断する

②事故発生プロセスに
着目し、道路構造によ
らない「ヒト」のミスによ
る事故を除外

例1：アクセルとブレーキの
踏み間違い（ブレーキ操作
不適）による追突事故
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●第26回のマネジメント会議において、対策実施箇所の評価で用いる事故件数については「人・車の明らか
なミスによる事故を除外」すること、 「信号無視」、「最高速度違反」については栃木県警に確認したうえで除
外するかを判断することが承認された。

前回の審議結果の報告

対策箇所の評価（人・車の明らかなミスによる事故の取り扱い）
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前回の審議結果の報告

●前回第26回マネジメント会議後の評価対象箇所127箇所のうち、「信号無視」、「最高速度違反」の事故が発生し
ている箇所は10箇所あり、これらの除外の有無により評価が変わる箇所を抽出((仮)下平出交差点)。

●(仮)下平出町交差点で対策実施後に発生した「信号無視」による重傷事故について栃木県警察に確認して頂い
た結果、「人・車の明らかなミスによる事故」と判定された。その結果、当交差点の中間評価は、「経過観測」と
なった。

●対策実施箇所においては、このように人・車の明らかなミスによる事故を除外し、評価した結果を反映している。

栃木県警への確認結果

発生年月日：H30.4.18

法令違反 ：信号無視

事故内容 ：重傷事故

新国道4号
（仮）下平出町交差点

4

50

4

【中間評価】

（H28年対策済）

２年分の事故データがある
ため、中間評価を実施

県警に確認した結果、人・車の明らかなミ
スによる事故と判定され、評価から除外。

経過観察

追加対策基準

死傷事故件数の増加 重大事故の発生

増加していない （OK) 無し （OK）

5.5

2.5

0

2

4

6

対策前 対策後

※

※上記事故を除外

死傷事故件数（件/年）
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２．栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内の事故発生傾向

●栃木県の死傷事故件数、負傷者数および死者数は、全国と同様に減少傾向にあるものの，死傷事故件数
や負傷者数については，近年減少傾向が緩やか。

●状態別死者数は、直近の4年間で比較すると自動車乗車中の割合が全国よりも高い。

死傷事故件数の推移

※H23の死傷事故件数を100とする。

死
傷
事
故
件
数

（692,084件）

（8,413件）

（305,196件）

（3,939件）全国に比べ、近年
減少傾向が緩やか。

（362,131人）

（4,666人）

（10,721人）負
傷
者
数

※H23の負傷者数を100とする。
（854,613人）

増減はあるものの、
減少傾向。

負傷者数の推移

（2,636人）

（56人）

（111人）
死
者
数

（4,691人）

増減はあるものの、
減少傾向。

死者数の推移

状態別死者数の割合 H30～R3（4年間の年平均）

＜出典＞ 交通統計（H30～R3年版)

栃木県警察HP（ R3年版）

※H23の死傷事故件数を100とする。

＜出典＞ 交通統計（H23～R3年版)＜出典＞ 交通統計（H23～R3年版)

＜出典＞ 交通統計（H23～R3年版)
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0%
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栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内の事故発生傾向

●事故類型別死傷事故の割合をみると、栃木県は、車両単独事故の割合が多い。
●事故類型別死亡事故の割合をみると、栃木県は、正面衝突事故、追突事故、出会い頭事故などの割合が多い。
●死傷事故のうち、死亡事故の占める割合を事故類型別にみると、栃木県は人対車両事故や正面衝突事故、右
折時事故の割合が高い。

＜出典＞ 交通事故統計年報（H30～R2年版)

交通統計（R3年版）

栃木県警察資料（R3）

死傷事故・死亡事故の事故類型別の割合

死傷事故のうち、死亡事故の占める割合を事故類型別から
みると、栃木県は全国と比べ、人対車両事故や正面衝突事
故、右折時事故の割合が高い。

死傷事故

死亡事故

死傷事故のうち、死亡事故の占める割合
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59.3%
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高速道路 幹線道路 市町村道

15歳以下
1%

16～24歳
17%

25～64歳
59%

65歳以上
22%

自動車
89%

二輪車
2%

自転車
6%

歩行者
1%

栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内の幹線道路※における事故発生傾向 ※国道および県道

●県内では、道路延長の約1割の幹線道路に死傷事故の約6割が集中して発生している。
●事故類型で見ると、追突事故が最も多く、全体の約5割を占めている。次いで出会い頭。
●第一当事者種別で見ると、死傷事故では、自動車が最も多く、全体の約9割を占めている。
●年齢別で見ると、25～64歳が約6割で最も多く、高齢者（65歳以上）の事故は約2割となっている。

栃木県幹線道路における死傷事故の類型(H30-R3)

栃木県道路種別毎の交通事故発生状況(H30-R3)

全体の約1割の幹線道路に死傷事故の約6割が集中

幹線道路における死傷事故の第1当事者種別(H30-R3)

死傷事故の約9割は
自動車

幹線道路における死傷事故の第1当事者年齢(H30-R3)

＜出典＞交通事故統計年報（H30-R2年版）
栃木県警察資料（R3）

H30-R3年平均死傷事故件数

N=2,236

(25556.9km)

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）
栃木県警察資料（R3）

＜出典＞交通事故総合分析センター
（ITARDA）データ（H29-R2）
栃木県警察資料（R3）

※R2

※

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）
栃木県警察資料（R3）

人対車

両
7%

正面衝

突
3%

追突
46%

出会い

頭
17%

左折時
3%

右折時
9%

その他

車両相

互
7%

車両単独
8%

死傷事故の
約5割は
追突事故

高齢者(65歳以上)の
事故は約2割

25～64歳の
事故は約6割

H30-R3年平均死傷事故件数

N=2,236

H30-R3年平均死傷事故件数

N=2,236(68件)

(4,029件)
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栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内の幹線道路※における事故発生傾向

●県内の幹線道路では、生活道路に比べて夜間事故の発生割合が高い。
●県内の幹線道路における夜間事故の事故類型は、昼間事故と比べて人対車両が顕著。
●県内の幹線道路における夜間の死亡事故の割合は、昼間と比べて高い。

※国道および県道

幹線道路、生活道路の夜間事故発生割合(H30-R3) 幹線道路の昼間、夜間別事故類型(H30-R3)

幹線道路の昼間、夜間別死亡事故の割合

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）

栃木県警察資料（R3）

人対車両事故が顕著

幹線道路は夜間事故が顕著

死亡事故の割合が高い

H30-R3年平均
件数 N=2,236

H30-R3年平均
件数 N=1,754

H30-R3年平均
件数 N=1,548

H30-R3年平均
件数 N=687

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）

栃木県警察資料（R3）

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）

栃木県警察資料（R3）

H30-R3年平均
件数 N=1,548

H30-R3年平均
件数 N=687
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栃木県内における近年の事故発生傾向
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栃木県内の生活道路※における事故発生傾向

●栃木県では、約4割の死傷事故が生活道路で発生している。
●事故類型で見ると、出会い頭事故が最も高く、全体の約4割を占めている。
●第一当事者種別で見ると、自転車・歩行者は約2割を占め、幹線道路より多い。
●年齢別で見ると、高齢者（65歳以上）は約3割を占めており、 幹線道路より多い。

栃木県生活道路における死傷事故の類型(H30-R3)

死傷事故の
約4割が

出会い頭事故

栃木県道路種別毎の交通事故発生状況(H29-R2)

※一般市町村道およびその他の道路

生活道路における死傷事故の第1当事者年齢(H30-R3)

高齢者（65歳以上）
が約3割を占める

生活道路における死傷事故の第1当事者種別(H30-R3)

H30-R3年平均死傷事故件数

N=1,753

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）

栃木県警察資料（R3）
＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）

栃木県警察資料（R3）

＜出典＞交通事故総合分析センター
（ITARDA）データ（H30-R2）
栃木県警察資料（R3）

15歳以下
4%

16～24
歳

14%

25～64
歳

52%

65歳以
上

30%

自動車
75%

二輪車
3%

自転車
20%

歩行者
1%

人対車両
10%

正面衝突
2%

追突
17%

出会い頭
37%

左折時
2%

右折時
6%

その他車

両相互
8%

車両単独
17%

自動車が約8割である

が歩行者・自転車も
約2割を占める

H30-R3年平均死傷事故件数

N=1,753
H30-R3年平均死傷事故件数

N=1,753

5.1%

1.3%

0.7%

59.3%

55.1%

14.7%

35.5%

43.6%

84.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死亡事故件数

死傷事故件数

道路延長

高速道路 幹線道路 市町村道
＜出典＞交通事故統計年報（H30-R2年版）

栃木県警察資料（R3）

(68件)

(4,029件)

(25556.9km)
※R2

※

死傷事故の約4割は生活道路で発生
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栃木県内における近年の事故発生傾向
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コロナ禍による事故発生件数の推移

●令和3年の月別平均交通量は、コロナ前と同程度で推移。
●令和3年の月別事故件数は、コロナ禍前の令和1年と比べ減少傾向．県内の緊急事態宣言の影響のみで
無く、東京など近隣首都圏の影響が出ているものと想定される。

栃木県内の月別事故件数の推移

R2.1.30 新型コロナウイルス感染症対策本部を設置

R2.4.16 全国に緊急事態宣言を発令

R2.5.14 栃木県を含む３９県の緊急事態宣言を解除

R3.1.14 栃木県を含む１１府県に緊急事態宣言を発令（東京、埼玉、神奈川、千葉は1.8発令）

R3.2.8 栃木県の緊急事態宣言を解除

R3.8.17 栃木県を全国の緊急事態宣言の対象地域に追加

R3.9.30 栃木県の緊急事態宣言を解除

＜出典＞栃木県警察HP ※直轄トラカンデータ。全車計には、車種不明を含む

月別幹線道路死傷事故率の推移
※交通事故統計年報、H27一般交通量調査結果、

R1,R3矢板市土屋トラカンデータに基づき、換算した。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の経過

※東京都※ 第2回緊急事態宣言 R2.1.8～R2.3.21

第3回緊急事態宣言 R2.4.25～R2.6.20

第4回緊急事態宣言 R2.7.12～R2.9.30
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栃木県計 全国

死者数

2%

負傷者数

98%
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栃木県内の高齢者事故※発生傾向

●県内の高齢者の死傷者数は、全国と同様に減少傾向にあるものの、緩やか。
●県内の高齢者の死傷者数や死亡者の割合は、全国より多い。
●県内の幹線道路における高齢者の事故件数は、非高齢者と比べ減っていない。
●県内の幹線道路における高齢者の事故類型は、「人対車両事故」 や「出会い頭事故」の割合が多い。

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3）

高齢者の死傷者数の推移

幹線道路の高齢者・非高齢者の事故類型

高
齢
者
関
連
の
事
故
件
数

（
Ｈ
24
年
の
値
を

と
し
た
指
標
）

1

幹線道路の高齢者・非高齢者の事故件数推移

幹線道路（全年齢） 幹線道路（高齢者関連） 幹線道路（非高齢者関連）

非高齢事故に比べ、高齢者
事故は減っていない。

高
齢
者

非
高
齢
者

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

高
齢
者
の
死
傷
者
数

（
Ｈ
24
年
の
値
を
1
と
し
た
指
標
）

（1,455人）

（115,155人 ）

（1,008人）

近年は減少傾向が緩やか。

人対車両 出会い頭

＜出典＞交通事故統計年報（H24～R2年版）、交通統計（R3）、栃木県警察資料（Ｒ３）

※高齢者：65歳以上
※高齢者事故：1当あるいは2当が高齢者
（栃木県資料には3当以下も含まれる）

死傷者数の割合 H30～R3（4年間の年平均） H30～R3（4年間の年平均）
高齢者死傷者で死亡者の割合

全国

（1,716人）

（70,351人）

（72,067人）（361,303人）

（1,058人）（4,241）

（4,430件 ）
（1,127件 ）

（3,303件 ）

（1,983件 ）

（726件 ）

（1,257件 ）
（60,238人 ）

高齢者の割合が高い。

＜出典＞栃木県警察資料（H24-R3）

死者数

4%

負傷者数

96%

栃木県

（41人）

（1,017人）
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栃木県内の高齢者事故発生傾向

●高齢者が第1当事者となる場合、「出会い頭事故」の割合が多い。
●高齢者が第2当事者となる場合、「歩行者」の割合が高く、事故類型では「人対車両事故」や「出会い頭事
故」の割合が多い。

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

幹線道路の事故類型（1当：高齢者）

幹線道路の事故当事者（2当：高齢者）

幹線道路の事故類型（2当：高齢者）

幹線道路の事故当事者（1当：高齢者）

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

高
齢
者

非
高
齢
者

高
齢
者

非
高
齢
者

出会い頭 人対車両 出会い頭

H30～R3（4年間の年平均）

H30～R3 （4年間の年平均）

H30～R3 （4年間の年平均）

H30～R3 （4年間の年平均）

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3） ＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3）

1%
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91%

14%

9%
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栃木県内の若年層事故※発生傾向

●県内における若年層の死傷者数は、全国と同様に減少傾向。
●県内の若年層の死傷者数や死者数の割合は、全国と同程度である。
●県内の幹線道路における若年層の事故件数は、非若年層と比べ、近年減少している。
●県内の幹線道路における若年層の事故類型は、「右折時事故」の割合が多い。

若年層の死傷者数の推移

幹線道路の若年層・非若年層事故類型

若
年
層
関
連
の
事
故
件
数

（
Ｈ
24
年
の
値
を

と
し
た
指
標
）

1

幹線道路の若年層・非若年層の事故件数推移

若
年
層

非
若
年
層

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

若
年
層
の
死
傷
者
数

（
Ｈ
24
年
の
値
を
1
と
し
た
指
標
）

（1,521人）

（127,277人 ）

（636人）
（49,448人）

（57,885人）

H30～R3 （4年間の年平均）

（374,978人）

（689人）（4,610人）

H30～R3 （4年間の年平均）

全国

栃木県

若年層死傷者で死亡者の割合死傷者数の割合

（252人）

（57,633人）

（6人）

（683人）

右折時

※若年層：16～24歳
※若年層事故：1当あるいは2当が若年層
（栃木県資料には3当以下も含まれる）

（4,430件 ）
（1,419件 ）

（3,011件 ）

（1,983件 ）
（526件 ）

（1,457 件 ）

＜出典＞交通事故統計年報（H24～R2年版）、交通統計（R3）、栃木県警察資料（R3） ＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3）

＜出典＞栃木県警察資料（H24-R3）
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栃木県内の若年層事故発生傾向

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

幹線道路の事故類型（1当：若年層）

幹線道路の事故当事者（2当：若年層）

幹線道路の事故類型（2当：若年層）

幹線道路の事故当事者（1当：若年層）

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 車両単独 その他

若
年
層

非
若
年
層

追突
出会い頭

若
年
層

非
若
年
層

●若年層が第1当事者となる場合、「追突事故」の割合が多い。
●若年層が第2当事者となる場合、「二輪車」と「自転車」の割合が多く、 事故類型では「出会い頭事故」や「右
折時事故」等の割合が多い。

右折時

H30～R3（4年間の年平均）

H30～R3 （4年間の年平均）

H30～R3（4年間の年平均）

H30～R3（4年間の年平均）

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3） ＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H30-R2）,栃木県警察資料（R3）
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栃木県内の自転車事故※発生傾向

●県内における自転車乗用中の死傷者数は、H30から増加に転じている。
●自転車乗用中の死傷者数や死亡者の割合は、全国と同程度である。
●幹線道路における自転車事故件数は横ばい傾向。生活道路においては増加傾向。
●幹線道路、生活道路ともに車両単独事故の比率が増加傾向。

自転車乗用中の死傷者数の推移

自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数

（
Ｈ
24
年
の
値
を
1
と
し
た
指
標
）

（1,300件）

（131,762件 ）

（1,062件）

（68,114件）

死傷者数は全国より減っていない。
H29以降、死傷者数が増加した。

死傷者数の割合

（74,404人）

H29～R2（4年間の年平均）

（358,966人）

（1,039人）（4,260人）

幹線道路・生活道路別自転車事故件数の推移

※自転車事故：1当あるいは2当が自転車
（栃木県資料には3当以下も含まれる）

全国

栃木県

（7人）

（1,039人）

（417人）

（74,404人）

自転車乗車中死傷者で

死亡者の割合

自
転
車
関
連
の
事
故
件
数

（
Ｈ
27
年
の
値
を

と
し
た
指
標
）

1

（427件 ）

（552件 ）

（979件 ）

（386件 ）

（620件 ）

（1,006 件 ）

＜出典＞交通事故統計年報（H24～R2年版）、交通統計（R3）、栃木県警察資料（Ｒ３）

＜出典＞栃木県警察資料（H27-R3）

幹線道路は横ばい傾向。生活道路は増加傾向。

自転車事故件数に占める車両単独事故の比率の推移

＜出典＞交通事故総合分析センター（ITARDA）データ（H26-R2）

車両単独事故の比率が増加傾向。
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３．生活道路事故対策
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栃木市入舟町

仮設スムーズ歩道実証実験の概要

17

設置状況

設置前

設置後

横断歩道を10ｃｍ高く
凸部を設置

位置図

栃木市役所

県立栃木高等学校

【実施概要】

■ 事前調査 令和3年9月14日（火）～令和3年9月16日（木） （スムーズ横断歩道設置一週間前）

■ 事中調査 令和3年9月28日（火）～令和3年9月30日（木） （設置一週間後）

〈凡例〉

エリア内にある幹線道路
通学路

ゾーン３０対象範囲

生活道路対策エリア

スムーズ横断歩道

写真撮影位置・方向

栃木中央小学校

スムーズ横断歩道

栃木市役所

向島八幡宮

仮設スムーズ横断歩道とは

横断歩道部にハンプを設置すること
で、自動車の速度抑制効果や歩行者の
視認性の向上・横断歩道の遵守率向上
の効果が期待できる。

2.0m 3.0m 2.0m
傾斜部 傾斜部平坦部 ラバーポール

車道
約6.0m

2.0m 3.0m 2.0m

10cm

くらまち保育園

仮設スムーズ横断歩道
設置箇所（市道）
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交通量状況 交通量については、A・C断面での交通量が多く、スムーズ横断歩道を通る自動車が多いことが分かる。
横断歩道を渡る歩行者・自転車は増加しており、乱横断の抑制効果が現れた。

走行速度の抑制 速度については、平均値・85％タイル値※1（a区間→停止線）は減少、30km/h未満の割合は増加しており、
スムーズ横断歩道による速度抑制効果が現れた。

※1 ある地点における自動車走行速度分布の累積百分率をみたとき、85％にあたる速度
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西から東：長い直線区間、車両の出入りなし

東から西：橋や横断歩道、車両の出入りあり

沿道状況により、方向
別走行速度が異なる
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横断歩行者優先の遵守率

急ブレーキの発生有無
急ブレーキについては、0.1G以下の値は20％増加、0.3G未満の割合はほぼ
100％を占めており、スムーズ横断歩道による急ブレーキ発生の危険性がないこと
が確認できた。

遵守率については、事前で33％、事中で25％と8ポイント減少した。遵守率が減
少した理由としては、指導員が走行車両や横断歩道を横断する歩行者の通行を規制
したことにより、遵守に該当するサンプル数が極端に減少したためと考えられる。

0%

20%

40%

60%

80%

1 3 5

加速度（減速度）分布の比較（G）

事前 事中

0.1以下 0.2-0.3 0.3-0.4 0.4-0.5 0.5以上0.1-0.2

94%

99%

91%

92%

93%
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95%

96%

97%

98%

99%

100%

事前 事中

0.3G未満割合

5%増加

0.1G以下の値
が20％増加

＜歩行者非優先＞

そのまま走行 道を譲らなかった

横断歩道手前で減速・
一時停止

＜歩行者優先＞

道を譲った

指導員による走行車両や歩行者の
通行の規制により、遵守に該当す
るサンプル数が少なくなった。

騒音・振動ともに要請限度※2未満であり、
環境への影響がないことが確認できた。
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アンケート調査 アンケートの結果より、「スムーズ横断歩道を問題なく運転・通行できた」「今後も実証実験を継続した方がいい」
「スムーズ横断歩道を自宅付近に設置しても良い」と回答する人が多い結果となった。

自転車や徒歩で通行したときに
危険を感じましたか?

80％

13%

4％ 3% 問題なく通行

できた

段差があるた

め、転倒等の

危険を感じた
走行車両との

すれ違い時に

危険を感じた
その他

90%

6%
0％4％ 問題なく運転で

きた

段差に気づくの

が遅れ、危険を

感じた
前車の減速によ

り、追突の危険

を感じた
その他

自動車で通行したときに
危険を感じましたか?

実証実験の効果検証

45%
55%

0%

今回の実証実験を実施していることを

知っていましたか？

知っていた

知らなかった

無回答

実証実験の認知度

もし、スムーズ横断歩道が自宅付近に設置させ
ることになった場合、どのように思いますか?

88%

10%
2%

思う

思わない

無回答

今回の実証実験を今後も継続して
実施した方がいいと思いますか?

交通安全対策としての有効性

83%

13%

4% 自宅付近に

設置しても

よい

自宅付近に

設置してほ

しくない
無回答

52%
48%

0%
ゾーン30を知っていましたか？

知っていた

知らなかった

無回答

N=386

N=386 N=195

N=70

N=379

N=369

ヒアリング調査

・通行する自動車の速度が高く、左右をしっかり確認して渡る必要がある。
・毎朝、指導員が立って児童を誘導している。
・通行する自動車の速度が高く、左右をしっかり確認して渡る必要がある。
・毎朝、指導員が立って児童を誘導している。

（Q）今回のスムーズ横断歩道設置箇所における通常時の交通安全性についてどう思いますか？

・走行する自動車の減速効果が大きい。
・指導員からも目に見えて速度が低下し、安全性が高まったと聞いている。
・走行する自動車の減速効果が大きい。
・指導員からも目に見えて速度が低下し、安全性が高まったと聞いている。

（Q）今回のスムーズ横断歩道による効果はあると思いますか？

▼隣接する学校の教育関係者へのヒアリング調査結果
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まとめと今後の課題

・仮設スムーズ横断歩道の設置後、自動車の走行速度が低下し、歩行者とドライバーの両方の安全性向上が
確認できた。

・しかし、ゾーン３０エリアでありながら、30km/hを上回っている車両が存在すること、乱横断する歩行
者が存在すること、ゾーン３０についての認知度が低いことなど、課題も残っている。

・課題への対応としては、「ドライバーへの注意喚起」「乱横断防止の注意喚起」「啓発活動の実施」など
を行うことが重要と考えられる。

・今回の調査結果を踏まえて、今後の生活道路の安全性向上の検討に活用していきたい。


